


「ビジネス情報学科」入学者受入れの方針
１．様々な経済活動、特に地域の経済社会に関心があり、その地域社会のニーズに的確に

対応できるビジネス知識と技能を学ぶことを強く望んでいること。また将来、経済

活動を通じて地域社会に貢献しようとする意欲を持っていること。［学習する態度］

２．高等学校での学習内容を理解し、本学科での勉学に必要な基礎知識（特に漢字およ

び文章表現の国語能力）を有していること。また、今までの経験で培った特技を今後

の学びに活かせること。［知識・技能］

３．物事を多面的に捉え、自ら考え、自ら行動するという主体性を持ち、自分を成長させ、

将来の道を開こうとすると共に、自分の意思を他人にしっかり伝えることができるこ

と。［思考力・コミュニケーション力］

　 本学科の教育目的・教育目標、および以上の３要素に基づき、次の４点を求めます。

１．他者への優しさがあり、協働できる人

２．自分の適性を把握し、夢を見つけ、将来の道を開こうとする人

３．ビジネスの専門知識や技能、多くの資格取得を目指す人

４．地域社会の発展や貢献に意欲を持ち、主体的に行動する意欲のある人

これらの基準を、「志望動機」「態度」「人間性」「協調性」「主体性」「学習意欲」「基

礎資質」「理解力」「コミュニケーション力」「表現力（面接・小論文・提出書類）」の10

項目により評価します。

１．幼児教育や保育に対する興味や関心があり、その職業に就くための国家資格取得を

強く望んでいること。また、将来、保育・教育・福祉の分野において地域・社会に貢

献しようとする意欲を持っていること。［学習する態度］

２．高等学校での学習内容を理解し、本学科での勉学に必要な基礎知識（漢字能力や言

葉・文章表現力等）を有していること。また、高等学校での授業やクラブ、ボランティ

ア活動等で培った技能を、今後の学びに活かせること。［知識・技能］

３．音楽・美術・体育のいずれかが得意で、その能力を表現する（発揮する）方法を見つ

け出し、それらに楽しみを感じることができること。また、自分の考えを持ちながら

も多様な人々と協働し、主体的に行動していく態度を身につけていること。［思考力・

表現力］

　 本学科の教育目的・教育目標、および以上の３要素に基づき、次の４点を求めます。

１．人としてのあたたかさと他者への優しさがある人

２．明るく元気で、活き活きと心豊かに表現できる人

３．目的に向かって前向きに努力する人

４．他者の意図を理解し、適切なコミュニケーションがとれる人

これらの基準を、「志望動機」「態度」「人間性」「協調性」「主体性」「学習意欲」「基

礎資質」「理解力」「表現力」「言葉や文章表現能力（面接・小論文・提出書類）」の10

項目により評価します。

「こ　ど　も　学　科」入学者受入れの方針



 教育目的
自ら考え、自ら行動することを通して人を理解し、社会のニーズに的確に対応できる知識と技能を身につけながら、
地域社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。

 教育目標
１. 豊かな人間性を身につけた知識人の育成
　　人の生き方を見つめ、人としてあるべき姿を問う教育の実践
２. 地域社会のニーズに応じた専門的知識・技術を身につけた社会人の育成
　　地域と自身の将来を見つめ、考察し、行動する教育の実践
３. 働くことの意義を見出し、社会性を身につけた職業人の育成
　　学外での活動を通じ、就労意識を高め、社会性を身につける教育の実践

 学習成果
・相手の話をよく聞き、自身の考えを正しく相手に伝えるコミュニケーションスキルを持ち実践することができる。
・地域や社会に対し、学習を通じて得られた知識を踏まえ、自身の考えをしっかり持ち、伝えることができる。
・地域社会のニーズに応じた専門的知識・技術を身につけ、社会に貢献する力を持ち実践することができる。

 卒業認定・学位授与の方針
学則に基づき、修業年限以上在籍し所定の単位数を修得するとともに、以下の素養を身につけた学生に対して短期大学士
（生活経済）の学位を授与します。
１．ビジネスの専門知識や技能を修得すると同時に、ビジネスの現場で対応できる「人間性」を獲得する。
２．一般教養・専門知識を身につけ、専門性・コミュニケーション能力によって、自主的・積極的に社会における経済活動ができる。
３．地域社会に貢献する奉仕の精神を持ち、総合的な人間力、職業人としての資格の向上を継続的に図ることができる。
以上のように、知識・技能だけではなく、人として、社会人として自らを向上させる姿勢を求めます。

 教育課程編成・実施の方針
短期大学士として必要な教養を高めつつ、職業人としての専門性を身につけさせると共に、キャリアデザインに応じた知識
および資格取得を目的とし、地域に根ざし地域と連携した教育内容を実施するため、以下の視点を重視しています。
１．人間理解およびビジネス専門知識や技能を修得することが可能な教育課程の編成
２．ビジネス現場の見学および体験を通じ、学習した理論を明確に理解すると共に、実践につなげられるカリキュラム編成
３．社会ニーズの高い資格を、単位修得と同時に取得できる教育課程の編成と共に受験による資格取得への充実した資格対策カリキュラムの編成
４．学生のニーズに対応した、「経営・ビジネス」「プログラミング」「コミュニケーション・心理」「公務員・医療事務」という４つのコースによる
　 教育課程の編成
５．専門ゼミの研究活動による専門性・研究能力修得の重視
これらの視点を基に、シラバスにおいて各科目の授業のねらい、到達目標、授業の方法、授業計画、成績評価の方法、成績評価の基準、事前事
後の学習内容および教科書・参考文献などを明示しています。

 教育目的
保育者として必要な基礎知識、技能を学ぶと同時に、職業人としての人格向上を目指し、すべての人に対してあたたかな
心と優しさを持ち、ともに育ちあうことを大切にする人間性豊かな保育者・支援者の育成を目的とする。

 教育目標
１. 多様な専門性を身につけた保育者の養成
　　社会や地域、時代のニーズにあった知識・技術を習得するための教育を実施する。
２. 人を育てる人・支援する人として社会性を持った保育者の養成
　　他と協調できる良好な人間関係の構築を目指したコミュニケーション能力の育成を目指すと同時に、社会人としての人間形成に努める。
３. 心豊かに表現し主体的で行動力のある保育者の養成
　　様々な体験活動・表現活動を通して、多様な価値観や豊富な生活力を育む。

 学習成果
・保育の内容・方法を理解し、子どもの実態に応じた保育方法を探究できる。
・子どもの理解に基づいてコミュニケーションをとることができ、主体的行動がとれる。
・豊かな表現力を持って、子どもの理解と支援ができる。
・保育教諭としての資質を身につけ、専門職として地域社会に貢献できる。

 卒業認定・学位授与の方針
学則に基づき、修業年限以上在籍し所定の単位数を修得するとともに、以下の素養を身につけた学生に対して短期大学士
（保育学）の学位を授与します。
１．保育の内容や方法を習得すると同時に、様々な子どもに対応できる人間性を獲得する。
２．子どもの実態を理解し、豊かな表現力・コミュニケーションによって、主体的・積極的に子どもの活動を支援できる。
３．地域からの要望や地域の活動に貢献する奉仕の精神を持ち、総合的な人間力や保育者としての資質の向上を継続的に図ることができる。
以上のように、知識・技能だけではなく、人として、社会人として自らを向上させる姿勢を求めます。

 教育課程編成・実施の方針
幼稚園教諭、保育士および保育教諭に向けた養成課程であるため、教員免許法および指定保育士養成施設保育士養成
課程に定められたカリキュラム編成とすることを原則としたうえで、以下の視点を重視しています。
１．人間理解および職業人としての専門性を習得することが可能な教育課程の編成
２．カリキュラムマップによる卒業要件と免許・資格取得へのプロセスの明確化
３．幼稚園教諭二種免許状および保育士資格の同時取得を前提とした教育課程の編成
４．体験的・実践的学習展開を重視した１年次からの実習カリキュラムの編成
５．学生のニーズに対応した「幼児教育」「保育福祉」「保育心理」の３コースによる教育課程の編成
６．様々な体験活動による表現力・実践力習得の重視
これらの視点を基に、シラバスにおいて各科目の授業のねらい、到達目標、授業の方法、授業計画、成績評価の方法、成績評価の基準、事前事
後の学習内容、および教科書・参考文献などを明示しています。
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２０２５年度学生募集要項

　　１．募集学科・定員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １
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２０２５年度 学生募集要項

１．募集学科・定員

ビジネス情報学科　４０名

●  情報処理士　　●  プレゼンテーション実務士　　●  秘書士

●  社会福祉主事任用資格

資格免許等

◇  日商簿記　　◇  リテールマーケティング（販売士）検定　　◇  秘書検定
◇  メディカルクラーク（医療事務）　◇  色彩検定
◇  基本（応用）情報技術者試験　　　◇  情報処理検定
◇  メイクセラピー検定　　　　　　　◇  メイクケアセラピー検定

●  幼稚園教諭二種免許状［国家資格］　　●  保育士資格［国家資格］

●  社会福祉主事任用資格　　●  准学校心理士

◇  福祉住環境コーディネーター
◇  ピアヘルパー（子育て支援教育カウンセラー補）
◇  教育カウンセラー補
◇  メイクセラピー検定　　◇  メイクケアセラピー検定　

資格免許等

●…所定の科目を履修し、卒業することによって取得できる資格

◇…検定等を受験し、合格することによって取得できる資格

２．出願資格

（１）高等学校を卒業した者及び２０２５年３月卒業見込みの者

（２）特別支援学校の高等部又は高等専門学校の３年次を修了した者

（３）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び２０２５年３月修了見込みの者

　　　（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）

（４）高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び２０２５年３月３１日

　までにこれらに該当する見込みの者

　　　ア．外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者

　　　イ．文部科学大臣が指定した在外教育施設の当該課程を修了した者

　　　ウ．文部科学大臣の指定した者

　　　エ．高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者

　　　　（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

　　　オ．本学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学力

　　　　があると認めた者で、１８歳に達した者（但し、ビジネス情報学科に限る。）

こ　ど　も　学　科　５０名

1



３．選考基準・方法

区　　　分 選　考　基　準　・　方　法

学

校

推

薦

型

特 別 学 校

推 薦 型 選 抜

北海道内大谷派関係高等学校を２０２５年３月卒業見込みで、学習の成績
の状況が３．０以上で、人物・学力ともに優れた者を対象とします。また、
推薦書、調査書、志願者本人が記載する入学願書・活動報告書と面接試験

（口頭試問）により選考します。資格・検定試験などの成績で、特に以下
の内容があれば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

特 待 生

学校推薦型選抜

学習の成績の状況が３. ７以上で、人物、学力に優れた者を対象とします。
また、出身高等学校長より発行される推薦書、調査書、志願者本人が記載
する入学願書・活動報告書を精査した上で、学科試験（小論文）と面接試
験（口頭試問）の結果を総合して選考し、成績上位者から順に特待生を認
定します。認定されなかった者は、学校推薦型選抜第Ⅰ期の受験者として
扱い、合否判定を行います。資格・検定試験などの成績で、特に以下の内
容があれば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

学校推薦型選抜

学習の成績の状況が３．０以上で、人物・学力に優れた者を対象とします。
また、出身学校長より発行される推薦書、調査書、志願者本人が記載する
入学願書・活動報告書を精査した上で、面接試験（口頭試問）の結果を総
合して選考します。資格・検定試験などの成績で、特に以下の内容があれ
ば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

特

別

選

抜

（多様な背景を

持つ者１）

道 内 離 島

学校推薦型選抜

道内の離島にある高等学校を２０２５年３月に卒業見込みで、学習の成績
の状況が３．０以上で、人物・学力ともに優れた者を対象とします。また、
出身学校長より発行される推薦書、調査書、志願者本人が記載する入学願
書・活動報告書を精査した上で、面接試験（口頭試問）の結果を総合して
選考します。資格・検定試験などの成績で、特に以下の内容があれば明記
すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

（多様な背景を

持つ者２）

児 童 養 護 施 設

推 薦 型 選 抜

入学後、就学可能な学力があるかを判断するため、原則として学習成績の
状況を確認します。調査書、施設長より発行される推薦書及び志願者本人
が記載する入学願書、活動報告書を精査した上で、面接試験（口頭試問）
の結果を総合して選考します。資格・検定試験などの成績で、特に以下の
内容があれば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

一
　
　
　
　
　
般

一 般 選 抜

人物・学力などに加え、入学願書及び活動報告書と個別学力試験の結果及
び面接試験（口頭試問）を総合して選考します。資格、検定試験などの成
績で、特に以下の内容があれば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

社 会 人 選 抜

２０２５年４月１日において満２３歳以上の者。「入学者受け入れの方針」
の理解、人物、学力などに加え、志願者本人が記載する入学願書・活動報
告書及び志望理由書を精査した上で、面接試験（口頭試問）と学科試験（小
論文）の結果を総合して選考します。資格・検定試験などの成績で、特に
以下の内容があれば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）
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【　学　科　試　験　】

特別学校推薦型選抜

学校推薦型選抜

特別選抜（多様な背景を持つ者１、２）

面接試験（口頭試問）

特待生学校推薦型選抜
面接試験（口頭試問）

小論文　８００字（６０分）

一般選抜

個別学力試験
　・小論文（８００字）
　　 ８００字程度の文章・資料を読み解き、内容を把

握したうえで、考えをまとめる。
　・ 統計情報等の文章・図表を読み解き、答える記述

式問題（英語も含む）。

面接試験（口頭試問）口頭試問／英語も含む

社会人選抜
面接試験（口頭試問）

小論文　８００字（６０分）

区　　　分 選　考　基　準　・　方　法

総

合

型

総 合 型 選 抜

志願者本人が記載するエントリーシート・活動報告書と面接試験（口頭試
問）により判断される学習意欲や、学科の適正結果を総合して選考します。
資格・検定試験などの成績で、特に以下の内容があれば明記すること。

（例）基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、全商情報処理検定試験、実用
数学技能検定、ＩＴパスポート試験、情報活用試験などの結果（数学、情報分野）

【　学　科　試　験　】

面接（口頭試問）により、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性等」に関す

る問いへの回答をその評価に含み、入学者選抜を行う際の資料とします。

４．区分別の定員

ビ ジ ネ ス 情 報 学 科 こ ど も 学 科

学 校 推 薦 型 ２５名 ３５名

特 別 選 抜 ５名 ５名

一 般 ５名 ５名

総 合 型 ５名 ５名

（総計） ４０名 ５０名

函館大谷短期大学　https://hakodate-otani.ac.jp

学科試験の詳細は、本学ホームページで公開します。
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５．試験日程

第
　
Ⅰ
　
期

出 願 期 間 ２０２４年１０月１日（火）～２０２４年１０月１１日（金）必着

専 願 ／ 併 願 専願

試 験 日 ２０２４年１１月２日（土）

受 付 時 間 ８：３０～９：００

試 験 時 間 ９：１５～

試 験 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

合 格 発 表 日 ２０２４年１１月２９日（金）

第
　
Ⅱ
　
期

出 願 期 間 ２０２４年１１月１１日（月）～２０２４年１２月５日（木）必着

専 願 ／ 併 願 併願可

試 験 日 ２０２４年１２月２１日（土）

受 付 時 間 ９：００～９：３０

試 験 時 間 ９：４５～

試 験 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

合 格 発 表 日 ２０２５年１月１０日（金）

出 願 期 間 ２０２４年１０月１日（火）～２０２４年１０月１１日（金）必着

専 願 ／ 併 願 専願

試 験 日 ２０２４年１０月１９日（土）

受 付 時 間 ８：３０～９：００

試 験 時 間 ９：１５～

試 験 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

合 格 発 表 日 ２０２４年１１月５日（火）

出 願 期 間 ２０２４年１０月１日（火）～２０２４年１０月１１日（金）必着

専 願 ／ 併 願 専願

試 験 日 ２０２４年１１月２日（土）

受 付 時 間 ８：００～８：３０

試 験 時 間 ８：４５～

試 験 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

合 格 発 表 日 ２０２４年１１月２９日（金）

特別学校推薦型選抜

特待生学校推薦型選抜

出 願 期 間 ２０２５年１月１４日（火）～２０２５年２月３日（月）必着

専 願 ／ 併 願 併願可

試 験 日 ２０２５年２月１５日（土）

受 付 時 間 ８：００～８：３０

試 験 時 間 ８：４５～

試 験 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

合 格 発 表 日 ２０２５年３月４日（火）

一般選抜

学校推薦型選抜・特別選抜※
※特別選抜は第Ⅰ期のみ実施。
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出 願 期 間 ２０２５年１月１４日（火）～２０２５年２月３日（月）必着

専 願 ／ 併 願 併願可

試 験 日 ２０２５年２月１５日（土）

受 付 時 間 １０：３０～１１：００

試 験 時 間 １１：１５～

試 験 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

合 格 発 表 日 ２０２５年３月４日（火）

社会人選抜

第
　
Ⅰ
　
期

エントリー受付期間 ２０２４年７月１日（月）～２０２４年７月１１日（木）必着

実 施 日 ２０２４年７月２６日（金）

実 施 時 間 個別に相談し、指定します。

実 施 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

出願許可通知日 ２０２４年９月２日（月）

出 願 期 間 ２０２４年１０月１日（火）～２０２４年１０月１５日（火）必着

合 格 発 表 日 ２０２４年１１月２９日（金）

第
　
Ⅱ
　
期

エントリー受付期間 ２０２４年８月２２日（木）～２０２４年８月３０日（金）必着

実 施 日 ２０２４年９月７日（土）

実 施 時 間 個別に相談し、指定します。

実 施 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

出願許可通知日 ２０２４年９月１９日（木）

出 願 期 間 ２０２４年１０月１日（火）～２０２４年１０月１５日（火）必着

合 格 発 表 日 ２０２４年１１月２９日（金）

第
　
Ⅲ
　
期

エントリー受付期間 ２０２５年１月９日（木）～２０２５年１月１７日（金）必着

実 施 日 ２０２５年１月２４日（金）

実 施 時 間 個別に相談し、指定します。

実 施 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

出願許可通知日 実施後、１週間程度で送付します。

出 願 期 間
出願許可通知とともに出願期間・合格発表日を連絡します。

合 格 発 表 日

第
　
Ⅳ
　
期

エントリー受付期間 ２０２５年２月４日（火）～２０２５年３月６日（木）必着

実 施 日
個別に相談し、指定します。

実 施 時 間

実 施 会 場 函館大谷短期大学　函館市鍛治１丁目２番３号　ＴＥＬ（０１３８）５１−１７８６

出願許可通知日 実施後、１週間程度で送付します。

出 願 期 間
出願許可通知とともに出願期間・合格発表日を連絡します。

合 格 発 表 日

総合型選抜
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　総合型選抜志願者は、本学の「入学者受入れの方針」を理解した上で、エントリーカード

等を提出します。面談では、エントリーカードをもとに、一人ひとり学習の興味・関心およ

び入学後の生活や卒業後の進路などについて本学教員と話し合います。

　この際、大学案内の資料だけではどのような勉強ができるか不安のある方は、納得いくま

で質問ができます。

［エントリーから入学までの流れ］

総合型選抜について

※選考結果通知において、出願不許可、または不合格になった場合でも、再エントリーすること

は可能です。

※学科ごとの志願者状況により、第Ⅲ期以降は実施しない場合もありますので、必ずお問い合わ

せください。（学科ごとに定員になり次第終了となります。）

6

エントリーカードと成績証明書の提出

エントリーカードに必要事項を記入し、提出してください。また、成績証明書（現在の成

績が数値で証明できるものであれば良い）も一緒に提出してください。

学 　 科 　 試 　 験

試験前に学科説明等を行います。

入学出願許可の通知

試験の結果により、「入学出願許可」を本人および出身高等学校長宛に通知します。

入 　 学 　 出 　 願

入学出願を許可された人は、本学を専願として必要書類を提出してください。

この段階で入学検定料３０, ０００円が必要となります。

合 　 格 　 通 　 知

入学出願のあった人には、出願書類内容と学科試験の結果を精査した上で、合否を本人お

よび出身高等学校長宛に通知します。

入 　 　 　 　 　 学



６．出願書類

書類番号 書類内容 書類番号 書類内容

１
入学願書

（本学所定用紙・写真貼付）
６ 特待生申込書

２ 活動報告書 ７
志望理由書

（社会人選抜）

３ 受験票 ８
入学検定料　　３０，０００円

（本学所定用紙にて郵便局で払込み）

４

調査書
（各高校等の所定用紙・過年度卒の場
合は卒業証明書でも可・厳封）

（結婚等で改姓〈改名〉された方は戸籍
抄本を添付）

９
受験票送付用封筒

（切手貼付）

１０
通知用宛名ラベル

（住所・氏名２枚記入）

５ 推薦書

※ 書類番号５～７は該当者のみ。宗門推薦特待生制度を利用する者は、「宗門推薦書」を入試事務局に
申し込んでください。

学校推薦型選抜第Ⅰ期の受験生のみ前泊の宿泊に関して、本学指定のホテルをご利用さ

れた方は、宿泊料を負担する場合があります。詳しくは、出願期間内に下記、本学入試

事務局までご相談ください。

函館大谷短期大学 入試事務局　０１３８−５１−１７８６

＜宿泊に関するご案内 ＞

出願手続上の注意

　（１）願書を郵送する場合は必ず書留郵便で送付してください。

　（２）「振替払込受付証明書」を入学願書裏面の指定欄にのり付けしてください。ない場合は

　　　　入学願書の受付はしません。

　（３）一旦受理した出願書類及び入学検定料は返還しません。

　（４）入試事務局窓口における受付時間は平日９：００～１６：３０と、第１・第３・第５土曜

　　　　日９：００～１２：３０までとします。

　（５）受験票の返送をもって願書の受理とします。

　　　（試験日の５日前までに受験票の返送がない場合は、お問い合わせください）

　（６）障がいがあり、受験の際支援が必要になる場合は、事前に申し出てください。

　　　　状況に応じて配慮する場合があります。

合 格 発 表

　（１）合格発表は午前１０時より掲示します。

　（２）合否結果は本人宛に郵送します。

　（３）電話等による合否の問い合わせには一切応じることができません。

　（４）合格者には入学手続書類を郵送します。
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【納入期限】

（１）学校推薦型選抜・特別選抜・一般

（２）総合型選抜（第Ⅰ～Ⅲ期）

（３）総合型選抜（第Ⅳ期）：本学の指定する期日まで

１．入学金

２．学生納付金

３．提出書類

入 学 手 続

　合格者は、合格発表後送付される「入学手続きについて」に従い、７日以内に入学手続

を完了してください。ただし、７日目が祝祭日、金融機関の休業日にあたる場合にはその

翌日までとします。なお、一旦納入した入学金は理由の如何にかかわらず返還しません。

　入学手続時には、第１期の授業料と委託徴収金を合わせた額を下記の期限までに納入し

てください。

　入学関係書類は、後日送付しますので、指定する期日までに提出してください。

委託徴収金

◎　入学手続時に災害傷害保険料を徴収します（2023年度実績 2,080円）。

◎　２年次に同窓会入会金6,000円と卒業経費3,000円を徴収します。

◎　教科書代、教材費などが別途必要となります。

【注意事項】

１．２年次の学生納付金は、年４回で徴収します。

２．第２期から第４期の納付期限が金融機関休業日の場合は、翌営業日となります。

３．入学手続後、入学辞退を希望する者は、2025年３月27日（必着）までに本学所定の文書にて申し出

てください。その者を対象に、入学金を除く学納金を返還します。

入学金 220,000

年　度 初　年　度 ２年次
納期

項目

第１期
（入学手続時）

第２期
（６月１５日）

第３期
（９月１５日）

第４期
（１２月１５日）

年間合計 年間合計

後援会入会金 15,000 15,000

後 援 会 費 5,000 5,000 5,000 5,000 20,000 20,000

学生活動諸費 5,000 5,000 5,000

計 25,000 5,000 5,000 5,000 40,000 25,000

（単位：円）

授業料

◎　入学手続時に新入生研修費を20,000円徴収します。

◎　ビジネス情報学科は、２年次に実習費を30,000円徴収します。

◎　幼稚園教諭二種免許状・保育士資格を取得する学生は、２年次に実習費をそれぞれ60,000円徴収します。

◎　 ビジネス情報学科では、ノートパソコンの必携化を実施しております。詳細につきましては、合格発

表後にお知らせします。

年　度 初　年　度 ２年次
納期

項目

第１期
（入学手続時）

第２期
（６月１５日）

第３期
（９月１５日）

第４期
（１２月１５日）

年間合計 年間合計

授 業 料 232,500 232,500 232,500 232,500 930,000 930,000

（単位：円）

（単位：円）

２０２５年３月２７日まで
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１．特待生制度

特待生学校推薦型選抜

対象人数 各学科　６名

対象資格 高等学校を２０２５年３月卒業見込みの者で、学習成績の状況が３．
７以上であり、出身高等学校長から推薦された者で、特待生学校推薦
型選抜に出願したもの。さらに各学科の「入学者受入れの方針」を理
解した者。

認定方法および
制度の詳細

出身高等学校長より発行される推薦書、調査書、志願者本人が記載す
る入学願書・活動報告書の書類審査および学科試験の結果をもとに選
考し、成績上位者から順に特待生を認定します。なお、認定者には合
格通知とともに認定書を郵送します。認定されなかった者は、学校推
薦型選抜第Ⅰ期の受験者として扱い、合否判定を行います。

特待生の種類および
免除金額

特待生Ａ・・・各学科１名
　【入学金全額免除および授業料３０万円免除（２年間）】
特待生Ｂ・・・各学科２名
　【入学金全額免除および授業料１５万円免除（２年間）】
特待生Ｃ・・・各学科３名
　【入学金全額免除】

特別選抜（多様な背景を持つ者１、２）特待生制度

対象人数 若干名

対象資格 特別選抜の合格者

認定方法および
制度の詳細

出身高等学校長・施設長より発行される調査書・推薦書、志願者本人
が記載する入学願書・活動報告書の書類審査および面接試験の結果を
もとに選考します。多様な背景を持った学生を受け入れるため、該当
する志願者については活動報告書の評価において配慮を行います。

特待生の種類および
免除金額

入学金全額免除

学生支援プログラム

宗門推薦特待生制度（すべての選抜区分に可・併用可）

特待生制度の対象 真宗大谷派寺院住職による推薦があった者

制度の詳細 推薦書を添付

免除金額 入学金半額免除

附属園卒園特待生制度（すべての選抜区分に可・併用可）

特待生制度の対象 本学附属園を卒園した者

制度の詳細 願書に記載

免除金額 入学金半額免除

9



３．自宅外通学助成給付金
内　　容 アパート・下宿で生活している学生に、申請により助成金を給付します。（返済義務・無）

金　　額 １０, ０００円（月額）２年間：選考あり

２．奨学金制度
種　　類 函館大谷短期大学特別奨学金（返済義務・無）

選考基準 学資の支弁が困難な学生で、人物・学業成績ともに優れた者から選考します。

金　　額 授業料半額相当額（４６５, ０００円）２年間：各学科　若干名

種　　類 函館大谷短期大学学業優秀学生奨学金（返済義務・無）

選考基準 １学年次の成績上位者で、人物的に優れ他の学生の模範となる者から選考します。

金　　額 １００, ０００円（２０２３年度実績）１年間：各学科　若干名

種　　類 東本願寺奨学金（返済義務・無）

選考基準 奨学生願書およびレポートの内容から総合的に選考します。

金　　額 ６００, ０００円（志願者に応じ変動有）１年間

種　　類 日本学生支援機構奨学金

金　　額 貸与奨学金（返済義務・有）　給付奨学金（返済義務・無）
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函館大谷短期大学　　入学願書 受験番号
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付

欄
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縦
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３
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c
m
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半
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３
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真
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り

付
け
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★
選抜区分（○で囲む）

氏名

出身

学校

本人現住所

（通知連絡先）

保証人

本学処理欄 ★ ★

★は記入する必要はありません。

フリガナ

フリガナ

氏名

住所

性別 昭和
・

平成

2025年４月１日で満　　 歳

生年

月日
1. 男

2. 女
（氏）

所在地 都・道・府・県 設置者 学科

続柄

科

卒業年月日

卒業

卒業見込

年　　月

課程

1. 全日制

1. 公　立

2. 私　立

3. その他

3. 通信制

2. 定時制

4. その他
学校名

〒

〒

－

－

〒 －

（　　　　）　　　－

（名）

第１志望
学科

第２志望
学科

（　　　　　　　）　　　  －

（　　　　　　　）　　　  －

・特別学校推薦型選抜　　・特待生学校推薦型選抜　　・学校推薦型選抜

・特別選抜
　　　（・多様な背景を持つ者１）　（・多様な背景を持つ者２）

・一 般 選 抜　　　　　 ・社 会 人 選 抜　　　　　・総 合 型 選 抜

高等学校

専門学校

短期大学

大　　学

写真貼付欄

（縦４.０cm×横３.０cm）

半身脱帽３か月以内

写真裏面に氏名を

記入し、貼り付ける

こと



の　り

の　り

の

　
　り

の

　
　り

振替払込受付証明書
（お客さま用）

貼付欄

●郵便局で払込み、受付局日附

印をうけたものをのりづけし

て貼付してください。

該当する人のみ下線部を記入してください。

趣味・特技

クラブ活動・ボランティア活動等

備　考

　年卒園

函館大谷短期大学附属



函館大谷短期大学

総合型選抜エントリーカード

フリガナ

都　道

府　県

都　道

府　県　 立

私

（学校名）

取得年月日

年　　　　月　　　　日

１． 2025年3月卒業見込み ２．　　　 　　　年３月卒業

高等学校

（　　　　　　　）　　　　　－

携帯電話（　　　　　　　）　　　　　－

市　郡

〒　　　　　－

年　　　　月　　　　日生（　　　　　歳）

氏　　 名

生 年 月 日

住 所 等

出 身 高 等 学 校 名

大学入学資格検定　および

高等学校卒業程度認定試験

取得者

（番号を○で囲む）

最終学歴（社会人のみ）

男
・
女

写真貼付欄

（縦４.０cm×横３.０cm）

半身脱帽３か月以内

写真裏面に氏名を

記入し、貼り付ける

こと

１．ビジネス情報学科　　　　２．こども学科志 望 学 科
（番号を○で囲む）

資　格　種　類 級・段など 資格授与者名

資
格
・
検
定

卒　　業　　年　　月

（番号を○で囲む）

１． 2025年3月卒業見込み　２． 　　　年　　 月卒業　３． 　　　年　　 月中退

昭和
・

平成

受付番号

★

※成績証明書（現在の成績が数値で証明できるものであれば良い）を
　エントリーカードと一緒に提出してください。

★は記入する必要はありません。





活 動 報 告 書

氏　　　名

フ リ ガ ナ

※　主として高等学校入学後から現在に至るまでの活動内容を記入してください。 

なお、本学では活動の結果や資格取得状況のみならず、それを目指す過程や努力

についても評価します。

１．学内での活動内容

　　生徒会（クラス代表を含む）、課外活動（部活動、体育祭、文化祭等）、勉学、

皆勤賞等あなたが高校時代に一生懸命取り組んだ内容を記入してください。

活動の期間（西暦） 活動の内容（自己の役割・役職を含む）

２．学外での社会活動（ボランティア等）、クラブ活動、留学・海外体験、各種大会、

コンクール等があれば、その内容を記入してください。

活動の期間（西暦） 活動の内容（自己の役割・役職を含む）



３．資格・免許

　　取得済みの資格のみ、同種類の場合は最上位のものを記入してください。

取得年月（西暦） 資格等の名称 資格等級等

４．その他自己ＰＲ

　　上記１～３以外に取り組んだことについて、記入してください。

５．「総合的な学習の時間」

　　高校で取り組んだ上記の課題研究について記入してください。

　① 課題研究または活動のタイトル

　② 内容・成果等



函館大谷短期大学

学　長

下記の者を

学校推薦型選抜（特別学校推薦型選抜）用
　　　　　　　（学 校 推 薦 型 選 抜）用
特 別 選 抜（道内離島学校推薦型選抜）用

の入学志願者として推薦いたします。

志願者に関する総合所見

藤村　　敦　　様

推　　薦　　書

貴学

学　校　名

学　校　長

志願者名

印

記載責任者 印

学科

　　　　　年　　　月　　　日





函館大谷短期大学

学　長 藤村　　敦　　様

推　　薦　　書

施　設　名

　　　　　年　　　月　　　日

　下記の者は、貴学の児童養護施設推薦型選抜を受験するのに

適格であると認めますので推薦致します。

職
印

施　設　長
(施設責任者)名

氏　　　名

受 験 学 科

推薦理由

　本人の志望意欲やこれまでの生活状況を踏まえ記載してください。

　その他配慮を要する事項があれば、記載してください。

１. ビジネス情報学科　　　　　 　２. こども学科

フ リ ガ ナ 性別

男・女
年　 月　 日生

平成

昭和

生年
月日

※受験学科の該当事項を○印で囲んで下さい。

記載責任者 印

特別選抜（児童養護施設推薦型選抜）





生徒氏名

生年月日

学　校　長

年　　　月　　　日生

学　校　名

学校所在地

　上記の生徒は、人物・学力ともに優れて

いると認めますので、特待生として推薦い

たします。

記

印

印

私は、下記の推薦を受けたので、函館大谷短期大学 特待生学校推薦型選抜に申込みます。

函館大谷短期大学

学　長 藤村　　敦　　様

推　　薦　　書

　　　　　年　　　月　　　日

学校推薦型選抜（特待生学校推薦型選抜）





志 望 理 由 書
（社会人選抜）

氏　　名

生年月日

①　あなたが本学を志望した理由（又は動機）と入学後何を学びたいかを述べて

　ください。

志望学科 学科

②　これまでの職歴や社会活動状況等について記入してください。

（注）必ず志願者が自筆で記入してください。 函館大谷短期大学

　　　　　年　　　月　　　日

年　　　月　　　日生
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金 額 料 金

備 考

日 　 　 附 　 　 印

志 願 者 氏 名
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金 額 料 金

備 考

日 　 　 附 　 　 印

志 願 者 氏 名
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さ
ま

用
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谷
短
期
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千

百
十

番
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千

十
万

千
百

十
円

入 学 願 書 裏 面 に 貼 付 し て く だ さ い 。

裏 面 注 意 事 項 を 必 ず お 読 み く だ さ い 。

志 願 者 氏 名志 望 学 科
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え
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こ
の
受
領
証
は
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

志
望
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科
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○
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む

１
．

ビ
ジ
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ス

情
報

学
科

２
．

こ
ど
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学

科
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で

囲
む

）
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．

ビ
ジ

ネ
ス

情
報

学
科
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こ
ど

も
学

科



こ
の
場
所
に
は
、
何
も
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
ご
注
意
）

・
こ

の
用

紙
は

、
機

械
で

処
理

し
ま

す
の

で
、

金
額

を
記

入
す

る
際

は
、

枠
内

に
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た

、
本

票
を

汚
し

た
り

、
折

り
曲

げ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
こ

の
払

込
書

を
、

ゆ
う

ち
ょ

銀
行

又
は

郵
便

局
の

渉
外

員
に

お
預

け
に

な
る

と
き

は
、

引
換

え
に

預
り

証
を

必
ず

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・
こ

の
用

紙
に

よ
る

、
払

込
料

金
は

、
ご

依
頼

人
様

が
負

担
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す
。

・
ご

依
頼

人
様

か
ら

ご
提

出
い

た
だ

き
ま

し
た

払
込

書
に

記
載

さ
れ

た
お

と
こ

ろ
、

お
な

ま
え

等
は

、
加

入
者

様
に

通
知
さ
れ
ま
す
。

・
こ

の
受

領
証

は
、

払
込

み
の

証
拠

と
な

る
も

の
で

す
か

ら
大

切
に

保
管

し
て

く
だ
さ
い
。

印

収
入
印
紙

3
万
円
以
上

貼
　
　
付
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産
業
道
路

函館山

函館駅

五稜郭駅

松風町

（バス乗場）

○陸上競技場

○函館空港

○道立函館美術館
○函館市芸術
　ホール

史跡
五稜郭

★函館大谷
　短期大学

五稜郭

J R

湯の川

のりかえ

空港→函館大谷短期大学
（タクシーで約15分）

函館バス
7A・7Ｂ［五稜郭行］　
函館空港→五稜郭

函館バス
60［日吉営業所行］
60A［東山ニュータウン行］
61［上陣川行］
67・67A［昭和営業所行］
五稜郭→五稜郭公園裏下車徒歩５分

函館駅→函館大谷短期大学

函館バス
60［日吉営業所行］
60A［東山ニュータウン行］
61［上陣川行］
67・67A［昭和営業所行］
函館駅前→五稜郭公園裏下車徒歩５分

（タクシーで約20分）

ACCESS  MAP

函館大谷短期大学

●保育園

●ファミリーマート

●郵便局
至
富
岡

史跡　五稜郭

市立
中央
図書館

市立
中央
図書館 五稜郭公園

駐車場

コイン
ランドリー
　　　●

●フルーツショップ
五稜郭公園裏バス停

●そば屋さん

セイコーマート
●

町会館●

●
電器店

　●
デイサービス
　●
デイサービス

●お弁当屋さん●お弁当屋さん

至
五
稜
郭

至
東
山

バス停留所

●そば屋さん　●
デイサービス
　●
デイサービス
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